
第６回日本伝道会議

開催地は神戸

　
日
本
福
音
同
盟（
Ｊ
Ｅ
Ａ
、

安
藤
能
成
理
事
長
、
品
川
謙

一
総
主
事
）
は
６
月
４
〜
６

日
、
静
岡
県
掛
川
市
の
ヤ
マ

ハ
リ
ゾ
ー
ト
・
つ
ま
恋
で
第

27
回
総
会
を
開
き
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
救
援
・
復
興

を
支
援
し
、
次
の
災
害
に
備

え
る
こ
と
な
ど
を
中
心
と
す

る
２
０
１
２
年
度
事
業
計
画

を
承
認
し
た
。
そ
う
し
た
中

で
、
２
０
１
６
年
に
開
催
す

る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
第

６
回
日
本
伝
道
会
議
（
Ｊ
Ｃ

Ｅ
６
）
の
実
行
委
員
会
が
近

く
発
足
し
、
準
備
体
制
が
本

格
化
。
次
期
伝
道
会
議
で
は

「
危
機
の
時
代
の
宣
教
協
力
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
前
回
Ｊ
Ｃ

Ｅ
５
後
に
起
き
た
震
災
か
ら

投
げ
か
け
ら
れ
た
諸
課
題
が

問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
昨
年
３
月
の
大
震
災
後
、

Ｊ
Ｅ
Ａ
は
東
日
本
大
震
災
対

策
室
（
中
台
孝
雄
室
長
＝
援

助
協
力
委
員
会
委
員
長
）
を

立
ち
上
げ
、
福
音
的
諸
教
会

・
諸
団
体
お
よ
び
地
域
の
教

会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
海
外
諸

団
体
と
協
力
し
な
が
ら
救
援

・
復
興
活
動
を
支
援
し
て
き

た
。
12
年
度
は
、
引
き
続
き

同
対
策
室
を
中
心
に
救
援
・

復
興
支
援
に
あ
た
る
と
と
も

に
、
次
の
災
害
に
備
え
る
取

り
組
み
を
援
助
協
力
委
員
会

を
中
心
に
諸
団
体
と
協
力
し

な
が
ら
進
め
る
。

　
被
災
教
会
に
対
し
て
は
11

年
度
、
Ｊ
Ｅ
Ａ
加
盟
・
関
係

の
約
120
教
会
に
一
律
見
舞
金

支
給
（
教
会
８
万
円
、
牧
師

５
万
円
）
や
教
会
経
常
会
計

の
落
ち
込
み
に
対
し
て
の
支

援
（
７
教
会
、
総
額
43
万
円

／
月
×
７
か
月
）
を
実
施
し

　
東
日
本
大
震
災
の
津
波
で

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
三
陸

沿
岸
に
近
い
岩
手
県
一
関
市

大
東
町
で
、
廃
校
に
な
っ
て

い
た
元
小
学
校
校
舎
が
中
長

期
的
な
復
興
支
援
の
セ
ン
タ

ー
に
生
ま
れ
変
わ
る
。
名
古

屋
を
中
心
に
在
日
フ
ィ
リ
ピ

ン
人
の
支
援
と
伝
道
に
取
り

組
ん
で
き
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
マ
ハ
リ

カ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
大
岡
潤
代

表
）
が
、
被
災
地
で
の
外
国

人
支
援
と
地
域
の
復
興
を
結

び
つ
け
よ
う
と
岩
手
県
内
に

「
マ
ハ
リ
カ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
」
の
設
置
を
計
画
、

廃
校
の
再
利
用
を
願
っ
て
い

た
地
元
行
政
の
協
力
を
得
て

旧
内
野
小
学
校
の
空
き
校
舎

を
借
り
る
こ
と
が
で
き
た
。

マ
ハ
リ
カ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

７
月
に
教
室
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
宿
泊
施
設
な
ど
活
動
拠

点
に
改
装
す
る
た
め
の
ワ
ー

ク
キ
ャ
ン
プ
を
行
う
予
定

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者

を
募
集
し
て
い
る
。

　
一
関
市
内
に
は
東
北
各
地

の
被
災
地
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
送
り
込
ん
で
き
た
ク
ラ
ッ

シ
ュ
・
ジ
ャ
パ
ン
（
ジ
ョ
ナ

サ
ン
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
代
表
）

の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
一
つ

が
あ
る
が
、
一
関
ベ
ー
ス
の

現
在
地
は
今
年
９
月
ま
で
の

予
定
。
瓦が

礫れ
き

撤
去
や
泥
か
き

な
ど
の
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
激
減
し
た
が
、
仮
設
住
宅

な
ど
の
慣
れ
な
い
生
活
に
困

難
を
覚
え
て
い
る
高
齢
者
ら

へ
の
地
域
助
け
合
い
や
、
心

の
ケ
ア
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
問
題
な
ど
で
不
安
を

感
じ
て
い
る
在
住
外
国
人
へ

の
生
活
支
援
（
医
療
・
法
律

相
談
ほ
か
）
な
ど
、
長
期
に

わ
た
る
復
興
の
過
程
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
需
要
は
依
然
あ

る
と
大
岡
代
表
は
見
る
。

　「
マ
ハ
リ
カ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
」
は
、
廃
校
を
リ

フ
ォ
ー
ム
し
て
宿
泊
で
き
る

よ
う
に
す
る
ほ
か
、
在
日
外

国
人
の
日
本
語
教
育
や
職
業

訓
練
な
ど
の
教
育
支
援
、
外

国
人
の
定
住
化
を
支
援
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

　
３
・
11
の
後
で
教
会
は
何

を
聴
き
、
何
を
語
る
の
か
―

―
こ
の
大
変
重
い
問
い
か
け

に
被
災
地
の
牧
師
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
体
験
の
中
か
ら
答
え

て
い
る
。
説
教
者
を
対
象
に

し
た
雑
誌
「
説
教
黙
想
ア
レ

テ
イ
ア
」（
日
本
キ
リ
ス
ト
教

団
出
版
局
）
特
別
増
刊
号
が

企
画
し
た
座
談
会
だ
◆
「
津

波
と
い
う
の
は
、
ど
う
も
線

を
引
く
災
害
な
ん
で
す
ね
。

津
波
が
来
た
と
こ
ろ
と
来
な

か
っ
た
と
こ
ろ
で
線
が
出
来

て
し
ま
う
。
線
の
外
に
い
た

か
内
に
い
た
か
で
災
害
の
受

け
止
め
方
が
全
然
違
っ
て
く

る
。
そ
れ
で
“
ボ
ー
ダ
ー
ラ

イ
ン
・
デ
ィ
ザ
ス
タ
ー
”（
境

界
線
災
害
）
と
い
う
言
葉
を

作
っ
て
み
た
ん
で
す
」
◆
そ

う
語
る
の
は
、
実
際
に
津
波

を
体
験
し
た
新
生
釜
石
教
会

の
柳
谷
雄
介
牧
師
。「
こ
の
ボ

ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
の
外
に
あ
る

人
も
内
に
あ
る
人
も
、
同
じ

被
害
に
遭
っ
て
心
を
痛
め
て

い
る
ん
だ
と
い
う
考
え
方
で

い
ま
す
」。牧
会
者
の
立
場
で

教
会
員
全
員
の
心
の
傷
と
ど

う
向
き
合
う
か
、
と
い
う
課

題
な
の
だ
◆
こ
の
特
集
に
は

未
曾
有
の
大
災
害
を
前
に
成

す
す
べ
も
な
く
言
葉
を
失
い

立
ち
つ
く
し
、
し
か
し
そ
の

カ
オ
ス
の
中
で
、
な
お
も
神

の
言
葉
を
語
り
続
け
よ
う
と

苦
闘
す
る
牧
師
た
ち
の
真
摯

な
姿
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
深
刻
な
問
題
提
起
で

は
あ
る
が
、
そ
こ
に
、
明
日

に
つ
な
が
る
確
か
な
希
望
の

光
が
見
え
る
の
で
あ
る
。
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な
ど
の
役
割
も
担
う
。
将
来

的
に
は
、
外
国
人
の
介
護
士

を
養
成
・
誘
致
し
、
震
災
で

手
薄
に
な
っ
て
い
る
高
齢
者

福
祉
を
立
ち
上
げ
て
地
元
の

雇
用
創
出
と
の
相
乗
効
果
を

促
す
こ
と
も
構
想
に
あ
る
。

す
で
に
人
手
不
足
の
高
齢
者

福
祉
施
設
か
ら
外
国
人
ヘ
ル

パ
ー
を
期
待
す
る
声
も
届
い

て
い
る
と
い
う
。

　
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
は
７
月

６
日
〜
21
日
で
、
参
加
費
は

１
日
２
千
円
（
食
事
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
保
険
付
き
）。
部

分
参
加
や
延
長
も
可
能
。

　
問
い
合
わ
せ
は
V
０
９
０

・
１
２
８
４
・
７
９
３
９
、

Qm
aharikam

ission@
yahoo.co.jp

ー
プ
で
討
議
し
た
内
容
を
受

け
て
実
行
委
員
会
で
検
討
す

る
。

　
Ｊ
Ｅ
Ａ
第
27
回
総
会
は
２

０
１
６
年
に
予
定
し
て
い
る

第
６
回
日
本
伝
道
会
議
（
Ｊ

Ｃ
Ｅ
６
）
の
開
催
地
を
神
戸

と
す
る
こ
と
を
正
式
に
決
定

し
た
。
４
月
23
日
の
理
事
会

で
は
、
実
行
委
員
長
に
竿
代

照
夫
（
イ
ム
マ
ヌ
エ
ル
綜
合

伝
道
団
）、プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員

長
に
小
平
牧
生
（
基
督
兄
弟

団
）、事
務
局
長
に
畑
中
洋
人

（
日
本
同
盟
基
督
教
団
）
の

各
氏
を
充
て
る
Ｊ
Ｃ
Ｅ
６
三

役
人
事
を
決
定
し
て
い
る
。

た
。
12
年
度
は
第
三
次
支
援

と
し
て
、
教
会
建
物
の
再
建

・
修
復
に
対
す
る
支
援
を

200
万
円
、
100
万
円
、
20
万
円

の
三
段
階
に
分
け
、
総
額
約

２
千
万
円
の
枠
で
ス
タ
ー

ト
。
Ｊ
Ｅ
Ａ
加
盟
以
外
の
団

体
や
単
立
教
会
な
ど
に
も
、

必
要
に
応
じ
て
支
援
を
広
げ

て
い
き
た
い
考
え
だ
。
ま
た

特
に
困
難
な
状
況
に
あ
る
福

島
県
の
教
会
を
継
続
し
て
支

援
し
、
共
に
歩
む
キ
リ
ス
ト

の
か
ら
だ
と
し
て
の
連
帯
を

表
し
て
い
く
た
め
に
、
総
会

中
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
考

え
る
宣
教
／
教
会
協
力
」

を
テ
ー
マ
に
実
施
し
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
福
島
キ
リ
ス

ト
教
連
絡
会
の
木
田
惠
嗣
委

員
長
か
ら
福
島
県
の
声
を
聴

き
、共
に
祈
る
時
を
も
っ
た
。

　
救
援
・
復
興
に
際
し
て
は

教
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
支
援

に
注
目
。
Ｊ
Ｅ
Ａ
も
参
加
し

さ
ら
に
広
い
範
囲
で
連
携
す

る
Ｄ
Ｒ
Ｃ
ネ
ッ
ト
（
東
日
本

大
震
災
救
援
キ
リ
ス
ト
者
連

絡
会
）
と
協
力
し
な
が
ら
、

各
地
域
で
立
ち
上
げ
ら
れ
た

超
教
派
の
教
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
支
援
し
て
い
く
。
救
援

・
復
興
の
段
階
は
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
ご
と
に
異
な
り
、
地

域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援

の
カ
ギ
と
な
る
の
は
被
災
地

域
の
教
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ

と
見
る
。
ま
た
各
救
援
団
体

が
緊
急
支
援
の
働
き
を
収
束

し
て
い
く
に
あ
た
り
、
支
援

活
動
継
続
の
受
け
皿
と
し
て

も
そ
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
期
待
が
か
か
る
。
し
か

し
多
く
の
場
合
、
被
災
地
域

の
教
会
と
牧
師
、
信
徒
は
疲

弊
し
て
い
る
た
め
、
今
後
は

被
災
地
域
の
外
か
ら
様
々
な

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
チ
ー

ム
を
組
ん
で
支
援
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
っ

て
く
る
と
捉
え
て
い
る
。
Ｊ

Ｅ
Ａ
で
は
そ
う
し
た
「
教
会

か
ら
教
会
へ
」
の
理
念
に
沿

っ
た
教
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

働
き
を
支
援
し
て
い
く
た
め

500
万
円
の
予
算
枠
を
取
っ
た
。

担
う
人
々
へ
の
宣
教
と
リ
ー

ダ
ー
育
成
を
目
指
す
。

　
Ｊ
Ｃ
Ｅ
６
の
具
体
的
な
開

催
準
備
に
つ
い
て
は
、
４
月

の
理
事
会
で
承
認
し
た
三
役

（
左
上
記
事
参
照
）
に
、
開

催
地
委
員
会
委
員
長
、
財
務

担
当
、
渉
外
担
当
な
ど
３
人

の
副
実
行
委
員
長
を
加
え
て

７
月
に
実
行
委
員
会
が
発
足

す
る
予
定
。

　
Ｊ
Ｃ
Ｅ
６
の
テ
ー
マ
・
理

念
に
つ
い
て
は
今
総
会
に
お

い
て
、「
Ｊ
Ｃ
Ｅ
６
に
向
け

て
、
日
本
宣
教
の
課
題
」
と

題
し
て
各
専
門
委
員
会
か
ら

の
発
題
に
基
づ
き
、
小
グ
ル

　
第
６
回
日
本
伝
道
会
議

（
Ｊ
Ｃ
Ｅ
６
）
に
向
け
た
取

り
組
み
と
し
て
は
、
09
年
札

幌
で
開
催
さ
れ
た
Ｊ
Ｃ
Ｅ
５

の
流
れ
の
中
か
ら
、
11
年
は

青
森
と
秋
田
で
宣
教
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
開
催
さ
れ
た
が
、
12

年
度
は
６
月
に
女
性
委
員
会

主
催
の
「
心
の
オ
ア
シ
ス
・

リ
ト
リ
ー
ト
」、９
月
に
青
年

委
員
会
主
催
の
「
日
本
青
年

伝
道
会
議
」、10
月
に
宣
教
委

員
会
主
催
の
「
宣
教
フ
ォ
ー

ラ
ム
仙
台
」が
開
催
さ
れ
る
。

　「
心
の
オ
ア
シ
ス
・
リ
ト
リ

ー
ト
」
で
は
原
発
災
害
で
避

難
し
た
福
島
第
一
聖
書
バ
プ

テ
ス
ト
教
会
の
佐
藤
彰
牧
師

を
主
講
師
に
、
被
災
地
教
会

の
牧
師
夫
人
ら
か
ら
も
証
し

を
聞
く
。
日
本
青
年
伝
道
会

議
は
Ｊ
Ｃ
Ｅ
５
青
年
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
か
ら
の
発
案
に
よ
る

も
の
で
、
今
年
９
月
17
〜
19

日
、
東
京
・
代
々
木
の
国
立

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年

総
合
セ
ン
タ
ー
で
「Reach 

The Young!

〜
分
か
ち
合

お
う
、
青
年
宣
教
のVision

〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
次
代
を

次の災害に備えチャプレン養成
て
き
た
。
キ
リ
ス
ト
の
か
ら

だ
で
あ
る
教
会
は
で
き
る
限

り
見
え
る
形
に
お
い
て
も
表

現
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
基
本
理
念
の
延
長
上

に
、
近
年
は
一
致
と
協
力
の

範
囲
拡
大
を
指
向
し
て
き
た

が
、
昨
年
の
東
日
本
大
震
災

と
も
相
ま
っ
て
Ｊ
Ｅ
Ａ
の
協

力
範
囲
は
様
々
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
と
横
に
つ
な
が
る
形
で

格
段
に
広
が
っ
て
き
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
Ｄ
Ｒ
Ｃ
ネ
ッ
ト
は
そ
の
一

例
で
、
Ｊ
Ｅ
Ａ
加
盟
以
外
の

日
本
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会

（
Ｎ
Ｃ
Ｃ
）、
日
本
ペ
ン
テ
コ

ス
テ
協
議
会（
Ｊ
Ｐ
Ｃ
）、
日

本
リ
バ
イ
バ
ル
同
盟
（
Ｎ
Ｒ

Ａ
）
な
ど
の
関
係
者
と
も
連

携
す
る
中
で
情
報
交
換
や
協

力
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
総
会
で
の
報
告
の
中
で
も

世
界
福
音
同
盟
（
Ｗ
Ｅ
Ａ
）、

ア
ジ
ア
福
音
同
盟（
Ａ
Ｅ
Ａ
）

と
い
っ
た
Ｊ
Ｅ
Ａ
が
正
式
に

加
盟
し
て
い
る
国
際
機
関
に

加
え
て
、ロ
ー
ザ
ン
ヌ
運
動
、

Ａ
Ｎ
Ｒ
Ｃ
な
ど
の
デ
ィ
ア
ス

ポ
ラ
宣
教
、
ア
ー
バ
ナ
青
年

宣
教
大
会
な
ど
の
動
き
も
、

宣
教
委
員
会
が
中
心
と
な
っ

て
視
野
に
置
く
。【
根
田
祥
一
】

震
災
機
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

広
が
る
Ｊ
Ｅ
Ａ
の
協
力
範
囲

　

次
期
伝
道
会
議
へ
向
け
宣
教
課
題
探
る

  

仙
台
で
宣
教
フ
ォ
ー
ラ
ム

教
会
ネ
ッ
ト
軸
に
被
災
地
支
援
継
続

   
福
島
、疲
弊
す
る
現
地
教
会
を
忘
れ
な
い

日本福音同盟
第 27 回総会

　
１
９
８
６
年
の
再
編
・
再

創
立
以
来
、
Ｊ
Ｅ
Ａ
は
「
聖

書
は
す
べ
て
誤
り
な
き
神
の

み
こ
と
ば
で
あ
り
、
信
仰
と

生
活
の
唯
一
の
基
準
で
あ

る
」
と
の
信
仰
基
準
に
則
し

て
教
会
・
教
団
・
教
派
を
主

軸
と
し
た
協
力
関
係
を
築
い

《
テ
レ
ビ
》「
ラ
イ
フ
・
ラ
イ
ン
」

第
1
週
6
月
30
日
、7
月
1
日「
小

さ
な
布
に
目
を
と
め
て
」 

小
林
鈴

枝
さ
ん
　
さ
い
た
ま
市
で
30
年

前
か
ら
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
を

作
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
も
、
着

な
く
な
っ
た
洋
服
や
着
物
の
布

を
生
か
し
て
作
品
制
作
を
行
う
。

数
年
前
か
ら
は
、
自
宅
近
く
の
キ

リ
ス
ト
教
会
で
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

キ
ル
ト
教
室
も
開
く
。
作
品
を
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
話
を
聞
く
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
安
海
靖
郎
氏
。

　ＪＥＡ援助協力委員会と長年の
協力関係にあるワールド・リリー
フからの支援により、援助協力委
とホィートン大学人道的災害支援
研究所（HDI）の共同プロジェク
トとして、災害対応チャプレン・
プログラムと地域教会の災害対応
支援プロジェクトを進めていく。
DRCネット、日本救世軍、クラッ
シュ・ジャパン、今後地震災害が
予想される首都圏、東海、関西な
ど各地域の教会ネットワークなど
と協力する。予算は500万円。
　またJEAでは、 事務機能のクラ
ウド化などの災害対応も進める。

マハリカミッションセンターとなる旧内野小学
校の元校舎。上は大岡潤代表。所在地は〒029-
0711岩手県一関市大東町大原字高森39-1。献金
の宛て先は、郵便振替00880-8-44480 マハリカ
ミッションジャパン

廃
校
を
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
に

   

宿
泊
所
に
改
装  

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
奉
仕
者
募
集
　

マハリカ
ミッション


